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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・利用者様満足度アンケート調査が10月1日～11月30日までの2ヶ月間実施。

＜青明舎登録者様　情報交換＞

・下苧坪　康一郎様～デイケア見学し、顔見知りの方がいて安心したと話されている。プログラムは都合により見学できなかった為、日を改めて再度見学を考えているとのこと。お母様が調子を崩していることにより、自宅がバタバタしており落ち着かないと話している。

・高柳　和子様～青明舎の行事は楽しみにしている発言が聞かれているが、デイケアでは急に不調となり、頓服服用したと話している。スタッフには静養室を利用して休むよう促されたが、落ち着いて休むことが出来なかったと話している。

・清水　秋男様～定期訪問実施。寒くなってきた為、コタツやストーブで暖を取っているとの事。体調を崩しやすい為気を付けていると話している。

・山田　健次様～9月初旬から怒りっぽさや不食が見られており、お兄様からデイケアを休ませて様子を観たいと連絡あり。2月に内服調整した後から情動の不安定さがあり、9/19に内服を戻したが、欠席が続いていた。お兄様からは内服を戻してからは、情動の不安定さは軽減傾向にあると話が聞かれていた。

先週末に病院へお兄様から連絡があり、気分の波が見られ、玄関に置いた洗面器内へ排泄している様子がある為、入院させたいと申し出があったとの事。本日本人から連絡があるが、膝の状態報告のみで終了している。

本日午後に再度お兄様と連絡をとり、状態確認を行っていく。又、今後介護保険申請の話も進めていく予定。

・冨田　紀子様～9/23に青南病院退院し、10/1からデイケア利用再開予定。初外来は10/3、

訪問看護は10/10から再開予定。9/25には生活福祉課から、9月分の生活保護費返金と10月の生活費について連絡あり。通常であれば10/11頃に生活費が振り込まれるが、振込み日よりも早く生活費を受け取りたい場合には役所へ直接来るよう説明受けている。10/7に生活費の受け取りに行く予定としている。

・平　康子様～9/24五戸役所にて保険証の受け取りを行っているが、更新のみ実施。後期高齢者適用の保険証は後日送付されてくる予定。デイケアでは、内服の管理方法を変更し、確認しやすいようにしているが、空の薬包を持参していないことが見られている。薬包野管理方法について再度検討していく。

・淡路　智恵子様～9/28に「私の神様が話し掛けてくる」と訴えあり。9/29にはよこまちストアのATMで信金のカードが使用できるか確認してほしいと訴え聞かれている。デイケアでは表情の硬さがあり、独語聞かれている。他者に対して怒りっぽさがあり、今日は理不尽な内容を訴え一方的に口調を荒げる様子見られている。本人へ最近の様子を振り返りながら、抱えている不満や本人の状態について傾聴する時間を設けていく。

・下妻　康貴様～9/23から仕事の時間が変更となる予定であったが、本人が社長へ相談し時間を変更せず仕事を継続している。9/23の出勤時には緊張した様子見られていたが、翌日には「思っていたより大丈夫だった」との話が聞かれている。仕事中に草がかすり、右上腕と右脇に発赤見られ、市販の軟膏（オイラックスＡクリーム）を使用している。状態は徐々に改善。

・村上　元道様～お母様が骨折の為室岡整形に入院していたが、9/29に退院したと報告されている。

・グループホームあおばのＰＨＳは修理完了している。

＜事例検討＞

東海林　康之様（58）主病名：躁鬱病　　既往歴：定血圧　　主治医：川端Ｄｒ

実施内容：目標・計画の見直し

長期目標病状の安定を図り、安定した単身生活を送る。

中期目標①病状悪化に繋がらないように相談したいことがある際は、生活状況を確認しながら、その都度面談をしていく。

②体重減少に向け、食事摂取状況の把握と運動を促す。

短期目標

①－１病識を理解し不調時には訴えることが出来る。

①－２不安や困った事などがある際には対処法について共に検討していく。

②体重減少を目指しているが急激な減量にならないように運動する。

実施計画

①－１病状悪化に繋がらないように精神面での不調が見られた時には声がけし様子観察をする。①－２気分の不安定さや生活の乱れがみられた際には、振り返りと対処法の検討を促していく。

②標準体重63.0㎏を目指し、運動プログラムへの参加と促しと食事摂取状況の把握を行う。

現状
· 6月初旬には義姉がなくなったが、大きく病状の変化は見られない

· 低血圧から来る眩暈・立ちくらみにて転倒した経緯あり（昇圧剤服用中）

· 息子様より“定職につけないのは生活保護を受けている父（本人）のせいだ”と言われたことがショックで仕事を探し始めている。気分の変動は特に見られない

· 大きな体重増加はなく、程よく運動をしている

· 昼食はカップ焼きそばやラーメンが多い

· プログラム中には就労に対して意識した発言が多い

· 交際相手から結婚したいといわれ、将来について考えている様子

今後の対応

· 病状に関しコントロール出来ているが、小さな気分の波は見られている為、現状のまま観察・介入を行っていく

· 就労について不安を抱ええている様子がある為、疑問を明らかにしたり、現在の世間の動き・自分のおかれている状況把握を行っていく。

＜外来情報＞

・菅原　信正　様～以前デイケアで大声を出したことに関して、「自分が悪かった」と話している。他者がデイケアで大声を出しているのを見て、自分がこういうことをしていたのかとスタッフと振り返りをしたとのこと。うみねこ幸房の利用に関しては家族が反対しているとのことで、就労に関しては来年考えると話されている。

・繁名　和恵　様～幻聴があり、デイケアのプログラムを休んでいる。エビリファイ6ｍｇ　4錠（朝・夕）からクレチアピン100ｍｇ　3錠（朝・昼・夕）に変更になったとのこと。

・八木橋　牧雄様～目の痒み訴えて、AZ点眼液が1本処方されている。

・藤村　　翔　様～青山荘の入所期限が来年の3月までなので、その後自宅に住むのか今後考えていくと話されている。
